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※国立社会保障・人口問題研究所による推計

問 企画課企画政策班（☎73-2113）

みんなの　　　に寄り添うまちづくり

　ＳＮＳやデジタル技術など、特に若い世代への訴求力が高い手段を活

用して市の魅力を発信し、ファンを獲得するとともに、移住に対する支

援や住宅施策により、新たに住んでくれる方、住み続けてくれる方を増

やします！

移住・定住 関わりたい・住みたい・住み続けたいまち

　出会いを見つけることと、出会った二人が結婚生活をスタートさせる

ことへの両面から支援を充実させ、大切な家族をつくりたい若者たちの

希望をサポートします！

大切な人と出会い、家族になれるまち出会い・結婚

　子どもを持ちたい方の想いに寄り添うとともに、生まれた子どもたちが

健やかに成長できるよう、子育てに関する経済的負担の軽減と、子育てし

やすい環境の整備を行い、子どもと親の笑顔を守ります！

子どもも親も笑顔でくらせるまち妊娠・出産・子育て

　学校教育を充実させることで、子どもたちが「もっと学びたい」という

気持ちを強くするとともに、子どもたちの学びを地域全体で支え、子ども

たちにとって魅力あふれるふるさと“ゆざわ”を目指します！

子どもたちが夢を見つけ、実現する力を育むまち教育

　通院や買い物などの日常の生活のほか、さまざまなライフスタイルを支え

る地域公共交通の快適性と利便性を向上させるとともに、持続可能な地域公

共交通を形成していくためにも、新たな交通サービスの可能性を検討します！

快適・便利で持続可能な公共交通があるまち地域公共交通

　湯沢市複合公共施設の開館をはじめとした新たな動向を契機として、市に

にぎわいを創出し地域の経済活動を支えるとともに、企業誘致などにより、「働

きたい」「稼ぎたい」という意欲に応える新たな雇用と仕事の創出を図ります！

新たなにぎわいと雇用の創出に挑むまち経済・雇用

　医療を受けやすい環境と体制の整備の検討と医療の担い手の確保を進め、

安心して受けられる医療サービスを構築するとともに、医療に頼らずとも健

康に過ごせるよう、心身の健康づくりを進めます！

心も体も元気でいられるまち医療・健康

　毎日のくらしの気分を盛り上げる「楽しさ」と「便利さ」を提供するとと

もに、自分の想いや時間をしっかりと持って“自分らしく”生きられるまち

づくりを進めることで、「住んでよかった」と思えるまちを目指します！

楽しく自分らしく生きられるまちライフスタイル

情報関連企業の誘致をさらに進め
るとともに、新しい仕事に対応し
たリスキリングを支援します。

Pick Up!!Pick Up!!
情報関連企業の誘致

　全国的に進む人口減少に対応し地方の活性化を図るため、国および全国の自治体は「地方創生」を
推進しています。「地方創生」も10年の節目を迎え、市では、持続可能な地域づくりをより一層推進
するための指針として「第３期湯沢市総合戦略」を策定しました。
　この戦略は、人口減少を抑えるため「未来を創る『若者』を応援するまちづくり」を進めるととも
に、人口が減少しても市民の皆さんが幸福に暮らせるよう「みんなの『幸せ』に寄り添うまちづくり」
を目指すことを、２本の柱としています。

湯沢市総合戦略湯沢市総合戦略
第３期

～「住んで、よかった」「生まれて、よかった」まちを目指して～

幸 せ

湯沢駅前に複合公共施設を整備し、

多世代が集い、学び、憩い、交流

できる「にぎわい拠点」を生み出

します。

湯沢市複合公共施設の整備

母子健康手帳アプリ「母子モ（ぼ
しも）」を導入し、子どもの予防
接種の予診票記入の手間を省いた

り、接種忘れや過
誤接種を防止し
ます。

母子健康手帳アプリ

未来を創る　　　を応援するまちづくり若 者

Pick Up!!Pick Up!!
Pick Up!!Pick Up!!

結婚に対する不安の解消や、将来
の結婚生活のイメージの形成を図
るため、新たに結婚につながるラ
イフプランセミナーを開催します。

ライフプランセミナー

Pick Up!!Pick Up!!

湯沢市人口ビジョン（改訂版）

　第３期湯沢市総合戦略の策定に合わせて、平成27年に策定した湯沢市人口ビジョンの改訂を行いました。
人口ビジョンでは、人口動向の分析を行い、市の目指すべき将来人口を示しています。

第３期湯沢市総合戦略と湯沢市人口ビジョンの詳細は市ホームページをご覧ください。

　総合戦略に取り組み、人口減

少を緩やかに抑えることで、令

和32年（2050年 )に21,057人

を維持することを目標とします。

湯沢市
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